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ゲリラ豪雨対策フォローアップ分科会 概要
近畿地域

テーマ：局地的大雨による市街地水災リスク増大への適応
気候変動の影響により、局地的豪雨の頻度・強度が増し、将来的にはさらに激甚化することが予想されていることから、
市街地での水災リスク評価のニーズが高まっている。これらの背景のもと、昨年度までの3カ年において検討が実施された
ゲリラ豪雨対策分科会では、ゲリラ豪雨対策に関する3つの適応アクション(重点プロジェクト)を含む広域アクションプラン
が策定された。
今年度は、追加データや知見の収集、実例の創出、各重点プロジェクトの実施状況に関する情報共有を行い、広域ア
クションプランの推進を加速する。

<アドバイザー> <メンバー>
座長：京都大学防災研究所

気象・水象災害研究部門
所長・教授 中北英一
(水文気象災害)

副座長：香川大学創造工学部
准教授 竹之内健介
(災害リスクコミュニケーション)

※敬称略

<推進体制>

令和6年2月現在

種別 メンバー

地方公共団体 滋賀県、京都府、大阪府、和歌山県、京都市、大阪市

地方支分部局 近畿地方整備局、大阪管区気象台

研究機関 国立環境研究所、滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

地域気候変動適応センター 滋賀県気候変動適応センター、おおさか気候変動適応センター、
京都気候変動適応センター、兵庫県気候変動適応センター

地域地球温暖化防止活動
推進センター

地球温暖化防止活動推進センター（京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、和歌山県、大津市）
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ゲリラ豪雨対策FU分科会 実施スケジュール（令和5年度）
近畿地域

【令和5年度 スケジュール】

項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

近畿広域協議会

ゲリラ豪雨対策FU分科会

重点プロジェクト①
施設のゲリラ豪雨対策の実施状況

の整理と対策推進

重点プロジェクト②
ゲリラ豪雨関連情報の

有効活用検討

重点プロジェクト③
ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

アドバイザリー委員会

適応全国大会

機関連携の推進 啓発・教育の実施

有効活用実証 取りまとめと課題検討

アクションプランの展開 追加調査等

意見交換会

3月中旬

1月15日

2月27日12月21日 第1回分科会

2月7日 第11回9月5日 第10回
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ゲリラ豪雨対策FU分科会 実施スケジュール(3カ年)
近畿地域

①近畿の198基礎自治体へ配布した広域アクションプランを関連部局へ展開
必要に応じて、流域治水協議会への協力も依頼

②今年度も宇治市の2校(南宇治中学校、黄檗中学校)にて豪雨情報活用実証
令和6年度以降の拡張展開も見据えた実施

③神戸市の「人と防災未来センター」、市民団体(7月28日を「子どもの命を守
る日」に 実行委員会)等と連携し、ゲリラ豪雨に関する啓発教育を実施する。
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ゲリラ豪雨対策FU分科会 広域アクションプラン
近畿地域

昨年度までに策定されたゲリラ豪雨対策分科会の広域アクションプラン

適応アクション 主なターゲット 適応アクション詳細

①
施設のゲリラ豪雨対策の実施
状況の整理と対策推進

地方公共団体(道路系部局、公園
等管理部局)
施設管理者
ビル管理者

 豪雨対策状況の取りまとめと
情報共有

 施設の豪雨対策促進

②
ゲリラ豪雨関連情報の有効活
用検討

地方公共団体(環境系部局、危機
管理部局、防災系部局、道路系部
局)
指定施設管理者、工事業者
教職員・生徒、一般住民

 豪雨関連情報の取りまとめと
利用方法に関するマニュアル
の整備

 豪雨情報活用実証事例の
展開と活用促進

 実証結果・課題を踏まえた
適応アクションへの反映

③
ゲリラ豪雨対策に関する啓発・
教育

地方公共団体(環境系部局、危機
管理部局)
地域気候変動適応センター、各府
県温暖化防止活動推進センター、
教職員・生徒、一般住民

 他機関との連携
 啓発教育の実施
 啓発パンフレット等の作成・

配布
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近畿地域

2.ゲリラ豪雨関連情報の活用実証

豪雨関連情報の活用想定

活用法 活用想定

①アンダーパスの監視 自治体職員(県道等)

②地下街への浸水防止 交通局、地下街管理者

③屋外施設の監視 指定施設管理者

④学校教育現場での利用 教職員・生徒

⑤工事現場の安全確保 工事業者(発注自治体)

⑥日常生活 一般住民

豪雨関連情報の有効活用について

豪雨関連情報の活用想定の中から、「学校教育現場での利用」の実証として、
昨年度に引き続き宇治市の中学校
(黄檗中学校、南宇治中学校)における授業・実証実験を実施した。



7

近畿地域

実施方法
➢ 中学校へのモニター+スマートフォンによるXRAIN観測サイト閲覧
➢ 記録用紙とGoogleフォームを用いて記録 ⇒ 先生方の負担を増やさない実施方法

拡張性検討
➢ 他地域・他対象への展開
➢ 自律的実行方法の検討

実施期間
➢ 事前授業(事前アンケート)：7月13日、14日、18日に実施(クラスごとに各1時限の授業)
➢ ゲリラ豪雨関連情報の活用実証：2023年7月(梅雨明け)～11月末まで
➢ 振り返り授業(事後アンケート)：学校ごとに1時限の授業を11月30日に実施

実施対象
宇治市の南宇治中学校2年生3クラス88名、黄檗中学校1年生3クラス90名

2.ゲリラ豪雨関連情報の活用実証(今年度の実施内容)
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(記録内容)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

図.豪雨記録用紙の内容

QRコードを掲載した
アクセスしやすい工夫
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事前アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて
①ゲリラ豪雨のこと
を知っていましたか？

②XRAINのことを知っていましたか？

・ゲリラ豪雨については、おおよそ認知されている一方で、XRAINの認知度は低い
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事前アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(2)気候変動(地球温暖化)について
気候変動に対する実感

暑さの変化を実感している生徒が多く、ゲリラ豪雨の増加や梅雨の雨の増加
を実感している生徒も半数以上いる
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(豪雨事例)
近畿地域

主な豪雨事例①

8月24日13時～16時頃

XRAIN 地上天気図

南からの暖湿流が入りやすく、猛烈な雨
雨雲は南から北へ動いていた。
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(豪雨事例)
近畿地域

主な豪雨事例②

8月25日14時～17時頃

XRAIN 地上天気図

前日に引き続き南からの暖湿流が入りやすく、非常に激しい雨。
雨雲は南から北へ動いていた。
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(記録内容)
近畿地域

・豪雨情報活用事例の共有(行動変化)

家にいるとき 外にいるとき 学校にいるとき

・窓を閉めた
・外出を控えた
・傘を持って出掛けた
・洗濯物を取り込んだ

・屋根のあるところで、少し
雨宿りをしてから帰った
・すぐ帰った
・帰る時間を遅くした

・雨の音が聞こえたので、外を見
た
・そのまま学校に留まり、雨が止
むのを待った

・主な気づき
雲(雨雲)について

・強い雨雲が点在している、豪雨も複数に分かれている
・南北に長い雲になっている

・小さい雲がいくつか繋がっている
・周りに雨雲があるので、これから雨が降るかもしれない
・短時間で、雨の強さが急激に変化した
・一部の地域だけ降っていた
・だんだんと空が暗くなってきた

その他

・家では、雷だけが鳴っていて、雨は降っていなかった
・すぐ止んだが、また降り出した
・朝は晴れていたのに、今は強い雨が降っていて雲の移動速度が速い
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて
ゲリラ豪雨(上)やXRAIN(下)に対する理解や関心は深まりましたか？

約70%(XRAIN)、約80%(ゲリラ豪雨)の生徒が理解や関心が深まったと回答
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(1)ゲリラ豪雨とXRAINについて
XRAINの確認頻度

XRAINの確認は、「大雨のときだけ」という生徒が多かった
⇒雨が降ってきてから確認する生徒が多い
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(2)XRAINと気候変動について
①これからの生活でXRAINを使ってみたいと思いますか？(上)
②気候変動のことを考えるようになりましたか？(下)

半数以上の生徒がこれからも
XRAINを使ってみたいと回答
約70%の生徒が気候変動のこ
とを考えるようになったと回答
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2.中学校における豪雨情報有効活用の実証(事後アンケート)
近畿地域

＜豪雨関連情報の有効活用検討＞：中学校における実証

(3)気候変動に対する実感

暑さの変化を実感している生徒は変わらず多いが、ゲリラ豪雨の増加や梅雨
の雨の増加を実感している生徒は事前アンケート時よりもやや減った
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近畿地域
3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

◆神戸市人と防災未来センターにおける企画展示を実施予定

企画展の
実施場所

人と防災未来センター展示全体図
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近畿地域

◆次年度(2024年度)の展示内容(内容)

項目 内容

実施時期 暖候期(6月～9月末まで)
※都賀川水難事故発生の7月28日を含む

実施展示規模 2023年9月1日～開催されている「関東大震災100年」の企画
展示と同規模(同スペース)

展示予定内容 パネル展示を中心とする、都賀川水難事故に関する啓発展示
映像を用いた啓発も含む

実施者 気候変動適応近畿広域協議会ゲリラ豪雨対策フォローアップ分
科会、
7月28日を「子どもの命を守る日」に 実行委員会

企画展示について

常設展示について

・一部の水害写真のスペースに、都賀川水難事故の写真を追加もしくは差替え
・将来的には、常設展示のエリアにも都賀川水難事故に関する展示を追加

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
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近畿地域
3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

企画展示(期間限定展示)の例
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近畿地域

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育

パネル展「都賀川水難事故から防災を考える」 (7月28日を「子どもの命を守る日」に 実行委員会)
⇒代表者：谷口美保子様 毎年、都賀川水難事故があった日頃に、パネル展を実施されている。

主にローカルで活動されているが、人と防災未来センターでの展示を共同実施予定
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近畿地域

成人向けだけでなく、子ども向けのパネルも展示
スペース等も考慮しつつ、各10枚程度を予定

◆展示パネル(例)

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
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近畿地域

◆展示内容(例)

都賀川水難事故当時の映像(オリジナル資料：数分程度)、
最新の豪雨観測技術(XRAINやフェイズドアレイレーダー観測)
既存Webサイトの紹介等

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
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近畿地域

常設展示への拡張

都賀川水難事故の
写真の追加もしくは
差替え検討

西館2階

3.ゲリラ豪雨対策に関する啓発・教育
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